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[モデレーター]

ジョイス・ムスヤ国連人道問題担当事務次長補兼緊急援助副調整官。2022年2月に現職に就任する前

は、国連環境計画（UNEP）の副事務局長。また、世界銀行グループにおいて、韓国駐在特別代表兼世

界銀行グループ事務所長、世界銀行研究所（中国）地域コーディネーター、世界銀行上級副総裁兼チー

フエコノミスト特別顧問などの要職を歴任。

飯村学国際協力機構（JICA）国際緊急援助隊事務局長。1994年JICA入職。1996年総理府（現

内閣府）国際平和協力本部事務局、2007年コンゴ民主共和国事務所長、2009年アフリカ部参事役、

2016年コートジボワール事務所長、2019年安全管理部次長などを経て、2023年1月より現職。

中谷純江一橋大学森有礼高等教育国際流動化機構グローバル・オンライン教育センター講師。国連女

性開発基金プログラムスペシャリスト、国際連合平和活動局政務官などを経て、現職。

秋山信将一橋大学法学研究科教授。広島市立大学広島平和研究所専任講師、日本国際問題研究

所軍縮・不拡散促進センター主任研究員、外務省在ウィーン国際機関日本政府代表部公使参事官など

を経て、現職。

デジタル化する世界における緊急援助
－ 国連、ドナー、学界リーダーとのお話会 －

(2025年1月16日までに

お申込みください)

https://x.gd/ZsOIl

https://x.gd/wkQuY

会場へのアクセス

お申込み

(一橋大学千代田

キャンパス 大講義室)

2025

1/21
13:45-15:00

言語：英語
（日本語同時通訳）

現在、世界で緊急援助を必要とする人々は３億500万人に上ると推定されています（2025年「世

界人道概況」)。このイベントでは、紛争、気候変動や異常気象の激化が緊急援助の在り方に変革

を迫る中、デジタル化がもたらす影響や変化について、国連、政府開発援助実施機関、学界リーダー

が学生の皆さまと語らいます。


